モデル事業実施施設・事業報告書（(2)新規実施施設）
【（様式③）モデル事業に対する評価】

※コンサルタントが執筆してください（評価内容とキーワードを箇条書きで執筆）
１．対象事業（対象作業科目）の選定内容についての評価［ターゲットの絞り込みの妥当性］
	［キーワード］
· 企業内授産や製造委託によって経験が蓄積された事業を拡大した。

· 委託元会社の障害者雇用への熱い情熱。
· 作業方法が複雑でなく手作業のぬくもりを必要とする製品である。

	［評価］
・ ㈲加賀谷ブリックの製品は、稚内珪藻頁岩を原料としてブリック（内装壁材）を基本にボールやペレット等製品ラインを持ち、強力な調湿、吸臭効果を持つ極めてユニークな製品であり、商品開発を終え販売を本格化させる途上にある。昨年後半よりＴＶ、新聞等全国メディアでも取り上げられ、新開発商品の賞も複数受賞し、様々な方面から注目を集めており地域経済でも成長が期待されている。

・ 当社では10年前の開業以来、製品の開発・改良を重ねながら学園の卒業生である知的障害者と学園からの支援員と利用者の協力を得ながら小規模事業として製造を支援してきた。障害者雇用のきっかけは、加賀谷社長の友人から自分の知的障害者の子どもが加賀谷社長の会社で働けないかと打診されたことであった。それ以来、障害者が活き活きと働ける場の提供を事業コンセプトの柱としている。はしどい学園の梅里園長が加賀谷社長と高校の同級生であったことも縁であった。

・ ブリックボールを製品化した辺りからその特異な形状が注目を集め知名度が広がっていった。この製品は最終的に丸め作業が手作業となり手のぬくもりが感じられ、複雑性が要求されず知的障害者もストレスなく続けられる特性に合った作業である。

・ ㈲加賀谷ブリックの販路開拓も順調で昨年暮れからこれまでと規模の違うオーダーが継続して入ってきている。製造の一部を請け負う形で収益を上げることで工賃アップの可能性が高まり妥当性の高い事業である。


２．具体的数値目標の達成度についての評価［今年度目標の達成度と最終目標の達成の見通し］
	［キーワード］

· 今年度は一部工程のみ請負

· 次年度以降、製造の全プロセスを実施予定で目標達成が可能。

	［評価］

・ 今年度はブリック製造での増産は元々繰り入れていない。予定通りの目標値は達成予定。

・ 次年度がブリック製造だけで１万円、次々年度が２万円のアップとなっている。今年度は全工程受け持つのではなく手でボールを丸める工程だけを受け持った。これだけだと賃料が低く、㈲加賀谷ブリックからの請負工賃を２倍以上に上げ、さらに販売も絡めないと無理。
・ 製造の全工程を実施する必要がある。設備投資がさらに必要となる。㈲加賀谷ブリックの製造指導も必要になると思われる。


３．改善計画・実行スケジュールの進捗状況とその評価（来年度以降の計画実行の見通し）
	［キーワード］

· 今年度は製造プロセスの一部を請け負ったのみ。

· 全製造プロセスを請け負わないと付加価値が出ない。

	［評価］

・ これまで㈲加賀谷ブリックの作業工程を分担していたが、今後はしどい学園の事業化をどこまで踏み込めば工賃アップが達成可能かを模索した。
・ 最終工程の丸め作業のみの請負単価では目標達成は無理と判明した。製造プロセスを全て受け持つことで付加価値は上がる。

・ 予定していた機械の分場への導入も遅れたため、ボール以外のペレット製品の製造が間に合わなかった。

・ 来年度以降については、取り組みを本格化させ、全プロセス製造および一部販売により目標達成は可能と思われる。


４．地域ネットワーク会議の果たした機能と効果についての評価
	［キーワード］

· 事業全体の中心のキーマンである加賀谷社長の情報提供。

· 福祉担当行政職員による他の施設との連携の模索。
· 父母の会の代表者による後押し。議論が白熱化。

	［評価］

・ ブリック製造の事業主体である㈲加賀谷ブリックの加賀谷社長が入ることにより、成長期にある事業全体の進捗情報や市場の状況が逐次理解できた。ブリックボールに関して全国的に注目され始めており、受注状況が好調で製造が間に合わない状態であることも分かった。

・ 釧路市の社会福祉課の三浦氏によって、市の政策や補助事業の情報が提供され、他の施設の情報等細かくアドバイスを受けることができた点も大きかった。この事業を大きく育てて他の施設に横展開して欲しいとの要請であった。
・ 父母の会の代表３名に途中から入ってもらったことで事業が大いに活性化した。子どもたちが活き活きと働ける事業にして欲しいとの強い願いが後押しし、事業をより本格化させ全プロセス工程化への動きとなりつつある。また、製品モニターとして毎回、使用法や形状等のアドバイスをしてもらった。実際に家庭でペットやゴミ箱、下駄箱、車内消臭等使ってもらってデータを提供してもらった。
・ 会議も当初は、スケジュールの予定や報告等おとなしい感じだったが、父母の会の代表が入った頃から回を追う毎に事業の進め方や将来像について白熱した議論が展開された。


５．工賃アップに対する職員の意識・利用者（家族）の理解についての評価
	［キーワード］

　・当初はとまどいもあったが、今年度の助走期間を経て事業本格化への意識改革ができた。

	［評価］

・ 法体系が変わり工賃アップのために事業に取り組むということがなかなか実感できず、当初は職員にも父母にもとまどいがあったように思う。また㈲加賀谷ブリックに依存する部分が大きいため工賃アップについてもお任せスタイルの考え方から脱却できていなかった。

・ ネットワーク会議や数回の説明会、一部製造受託を経て事業全体の概要と決して無理な取り組みではない点を徐々に理解浸透させ、本格事業化へと意識は切り替わりつつあるように思う。
・ 特に職員については、事業化に際しては人に頼るのではなく、自分達の事は自分達で考え行動しなければならないとの認識が芽ばえ始めているように思う。


６．総合評価
	［キーワード］

　・事業化への意識改革、計数把握、課題把握等が出来、本格事業化への準備ができた。

	［評価］

・ 今年度は本格事業化への準備期間、助走期間と捉えた場合、ネットワーク会議や全体会議のスケジュールによってある程度強制的に進めなければならなかったため、事業化への準備作業の進捗を早めることができた。

・ 特に職員にとってはコンサルタントや流通業界等未知の人脈と触れ、不慣れな事業について新鮮な視点をもてたのではないかと思料する。
・ 事業をどこまで踏みこむべきかについてが最大のテーマだったように思う。受身スタイルから脱却するには、「自分達ですべき作業は自分達でする」ということに自ら気付くことである。行政等他者に頼らない気持ちが職員の中に芽ばえ始めたのが最大の収穫である。


７．今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望
	（今年度の取り組みにおける反省点）

・ 本来であれば、製造の全工程を分場でと考えていたが、全体の合意形成がうまくいかず、一部作業の分担にとどまってしまった。㈲加賀谷ブリック、はしどい学園、コンサルタントの情報共有が今一つ不足していた。

・ 販売店の市内開拓ができなかった。有力文具店では自動発注システムにあわないのと商品の安定供給の面で不安とのことで商談が成立しなかった。

（今後の課題・展望）

・ 全工程製造に向けて、設備投資およびそのための資金調達が必要。

・ ブリックボール、ペレットの製造部門の一括請負が最終目標。さらに人海戦術が必要な手作業部分の地域他施設へのアウトソーシングも実現させる。

・ 安定した製造に向けてある程度試行錯誤の時間が必要となる。


８．工賃水準ステップアップ事業（モデル事業）のすすめ方に対する意見・提案
	・コンサルタントの立場から－今後工賃アップに取り組むコンサルタントへのアドバイスなどを執筆

ネットワーク会議は定期的に月１回開催で事業の進捗に大変有効な会議である。その場に父母の会に入ってもらったことで全体が活性化された感がある。事業の途中でも停滞感がある場合には、参加するプレーヤーを変えてみるのは有効だと思う。

また、事業のビジネスモデルが障害者に向いているかどうかが重要と思われる。複雑性が要求されない割に反復作業だが手作業（丸め）がキーとなっている今回の事業は障害者がストレスなく取り組め、弱みが逆に強みに転換できるモデルではないかと思っている。製品そのものがイノベイティブなもので機能的にも差別化できている。同じ土俵で勝負して顧客の支持を得られる商品であるか否かが障害者が関わらなくても事業の成功のために最も重要なことであるのは言うまでも無い。


【「コンサルタントの業務報告書」を添付】

※モデル事業のプロセス、具体的な業務内容、取り組み成果など

※写真などを多用して事業の様子やプロセスが分かるよう工夫して執筆してください。
